
職務経歴書
20XX年X月X日
田雲花雄（氏名）
■職務要約
大学を卒業後、○○○○株式会社に入社し、○○県○○市の山腹工事、道路災害復旧工事、河川工事、隣接道路工事などに8年間携わってきました。20XX年には施工管理者となり、工事全体の管理を行ってきました。
■職務経歴
○○○○株式会社　20XX年0X月～現在　

事業内容：土木事業、建設事業

資本金：***百万円　売上高：***百万円（20xx年）従業員数：***名　
雇用形態：正社員
	期間
	職務内容

	20XX年0X月～
現在
	主な職務内容は以下の通りです。

・施工計画

・工程管理

・人員・原価管理

・品質管理

・安全管理

・発注者や工事関連会社との打ち合せ・調整

・役所等に提出する書類作成・手続き・申請

・代表者工事説明会への参加

・周辺住民への周知


■保有資格
・普通自動車第一種運転免許（20XX年XX月）

・大型自動車第一種運転免許（20XX年XX月）

・1級土木施工管理技士（20XX年XX月）

・2級建設機械施工技士（20XX年XX月）
■自己PR
【実践してきたこと】
普段から心身の健康管理を意識し、快適に仕事が行えるよう睡眠時間を充分に確保して作業にあたりました。現場の安全、人の安全、道具・車両の安全を保つことが重大事故を未然に防ぐ要になると信じ、常に注意を払ってきました。具体的には、現場へ不用意に部外者が侵入できないようにすること、足場の安全確保、現場の形状の把握、作業前の重機の操作範囲の確認や車両の点検の習慣化を率先して行ってきました。また、積極的に挨拶や声かけなどのコミュニケーションを図り、作業員の健康状態を確かめつつ、協力的な現場の雰囲気をつくってまいりました。また、独学で資格取得にも力を入れてきました。

代表者工事説明会では地域住民に協力してもらうための工夫として、参加者名簿にふりがなを入れて作成し、受付で顔とお名前を一致させるように努力しました。お名前で呼びかけるとお気持ちがほぐれていくのがわかります。説明会開催後は作業員に対して地域住民に見られていると意識してもらうことでモチベーションアップにもつながりました。
【実績・成果】
プロジェクト名：○○川橋梁下部工工事
工期：20XX年XX月～20 XX年XX月（○○日間）

工法：オープンケーソン工法

担当業務：現場作業員

備考：○○知事賞 受賞

プロジェクト名：主要地方道○○線　道路改良工事

工期：20 XX年XX月～20 XX年XX月（○○日間）

工事概要：施工延長　L＝218.25m　路体盛土　5,200㎥　路床盛土　4.200㎥　下層路盤工,4010㎡等
担当業務：現場管理補佐

プロジェクト名：○○川荒廃砂防工事

工期：20××年××月～20××年××月（○○日間）

工種：砂防ダム工

担当業務：現場管理責任者

施工量：堤体高 H=6.0m、堤体調 L=50.0m、コンクリート打設量 2,500㎥
ほかにも、太陽光設置工事では配水工事、切土、盛土、整地などの土木関連作業を担当。河川改修工事では、土木施工管理補佐として安全管理・品質管理業務に携わりました。タワーマンション建設工事では掘削工事管理を担当。排水工事と土留め工事をセットで行うなど工期の短縮に努めました。
以上

